予算要求資料
平成26年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：農業費　目：農業振興費
	事業名　飛騨牛首都圏進出プロジェクト支援事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　農政部　農産物流通課　輸出戦略・広域流通担当　電話番号：058-272-1111（内2824）

　　　　　　　　　　　E-mail： c11444@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　6,668千円（前年度予算額： 7,019千円）

＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	7,019
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	7,019

	要求額
	6,668
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	6,668

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容

（１）要求の趣旨（現状と課題）

情報発信能力の高い東京において岐阜のトップブランド「飛騨牛」の販売促進を強化することで、さらなる知名度の向上・購入者の増加を目指す。

（２）事業内容

（ア）首都圏における飛騨牛取扱量拡大支援事業
・飛騨牛流通においては、他のブランド牛に比べ高いといわれている取引価格がネ
ックとなっている。そこで、県内食肉事業者が、首都圏の卸売業者や小売専門店
等に対して新たに一頭販売を行った場合に取引量に応じて、１頭あたり73,000
円を助成し、一頭販売のインセンティブとする。

（イ）飛騨牛販路拡大コーディネーターの創設

　　・経験豊富なコーディネーター（商社やメーカー等のＯＢを想定）のネットワーク
や経歴を活かし、首都圏にて飛騨牛や県産農産物の取扱いに興味のある飲食店の掘
り起こしを行うとともに、首都圏での飛騨牛等の販売を希望する県内食肉事業者、
生産者の営業活動に対して助言等を行う。
（ウ）飛騨牛新規取扱店支援事業
・県内食肉事業者が、首都圏の百貨店、小売専門店、レストラン等と連携し、ＰＲ
を行う際に必要な経費等を助成する。

　　（ＰＲ資材費等、飛騨牛銘柄推進協議会指定店の登録料等の助成）

（３）県負担・補助率の考え方

　　　飛騨牛の首都圏への取組は、県の農業支援対策であり、県負担は妥当
（４）類似事業の有無

　　　無
３　事業費の積算内訳

	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	委託料
	1,888
	飛騨牛販路拡大コーディネーターの運営

	補助金
	4,780
	飛騨牛一頭販売及び取扱店ＰＲ経費の補助

	合計
	6,668
	


	　決定額の考え方　




事務事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　首都圏で飛騨牛を食べられる店をH27までに10店舗増やすため、首都圏への飛騨牛一頭販売を増加させる。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	飛騨牛新規取扱店舗
（首都圏）
	０
（H22）
	３

（H23）
	８
（H24）
	８
（H24）
	10

（H27）
	％
80.0


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
（１）飛騨牛１頭販売
　　・４社が実施計画書提出

・一頭販売頭数は46頭（H25.9.30現在）
（２）フェア実施
　　・３社が実施計画書提出



（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
　本事業を活用し、高級ホテル等と取引のある東京都内の食肉卸売業者が首都圏での「飛騨牛銘柄推進協議会　販売指定店」となり、流通先が増加した。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	（評価）

○

	飛騨牛の首都圏での販路拡大は、生産者や流通業者も希望しており、首都圏での飛騨牛商談会を開催した際には８業者もの参加があり、需要がある。

	・事業の有効性（指標の状況から見て事業の成果はあがっているか）
　○：期待した効果がある、△：一定の効果がある、×：期待した成果がほとんどない

	（評価）

○

	　当該事業による一頭販売が増加することにより、飛騨牛販売指定店が増加した。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）
　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある、×：効率化が図られていない

	(評価)

○

	　「飛騨牛販路拡大コーディネーター」を創設し、県内食肉卸売業者と首都圏販売店とのマッチング・コーディネートを強化することとした。



（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
飛騨牛の一頭販売を促進するにあたり、必要な部位のみを求める首都圏の業者も多いため難しい点がある。そこで首都圏のレストランと卸売業者とをマッチングさせるような役割のコーディネーターを配置することで、一頭販売につなげる。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
　一頭販売を促進するための事業を継続し、引き続き首都圏への飛騨牛の販路拡大を目標とする。


